
【注意事項】
（１） 卒業に必要な単位は、下記のとおりである。
共通教育科目 pp.47~56参照 24単位以上
■必修科目 7単位
実践入門セミナー 2単位
実践キャリアプランニング 2単位
Integrated English a・b 各 1単位
情報リテラシー基礎１ 1単位

■選択必修科目 12単位以上
「人間を究める」「社会を捉える」「自然と環境を探る」の分野 各 2単位以上
実践アドバンスト科目の外国語教育科目 2単位以上
健康運動実習ａ・ｂ、基礎スポーツ実習ａ～ｄ、
健康体力科学演習、ヘルスプロモーション実践実習ａ・ｂ
アダプテットスポーツ、スポーツ応用科学実習

2単位以上

情報リテラシー基礎 2、情報リテラシー応用ａ～e、
情報リテラシー活用 2単位以上

■選択科目 5単位以上
専門科目 90単位以上
■必修科目 60単位
■選択必修科目 2単位以上
■選択科目 28単位以上
選択自由単位 10単位
共通教育科目、専門科目、生活科学部開放専門科目のいずれも可
合計 124単位以上

（２） 健康栄養専攻の学生は、学則に定める休暇中でも補講、実習等を行う場合には、参加しなければ
ならない。
また、栄養士業務を実地に見習うため、校外実習（事業所等）を３年次において実施する。実習生
は、指定された日時に実習を受けなければならない。実習期間および実習場所は、随時当該科目研
究室において指導する。
なお、実習期間によって単位数が異なるため「給食実務校外実習 a」（１週間）または、「給食実務
校外実習 b」（２週間）のどちらかを履修登録することになる。※両方の科目を履修することはでき
ない。
選択必修科目は、必要以上修得した場合、超過した単位については、選択科目の単位として認める。

（３） 「履修規定」（pp.33~46）、資格課程関連項目の他、「履修登録ガイド」「時間割表」等を参照の上、
計画的に学修すること。
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社 会 と 福 祉 ２ 人体の構造と疾病 ２ 公 衆 衛 生 学 ａ ２ 
解 剖 生 理 学 ａ 2 解 剖 生 理 学 実 験 1 食 品 衛 生 学 実 験 1 
生 化 学 ａ 2 食 品 学 実 験 ａ 1 ライフステージ栄養学実習 1 
生 化 学 ｂ 2 食 品 衛 生 学 ａ 2 臨 床 栄 養 学 ｂ 2 
栄 養 生 化 学 実 験 1 ライフステージ栄養学 a 2 臨床栄養学実習 a 1 
食 品 学 ａ 2 ライフステージ栄養学 b 2 臨床栄養学実習 b 1 
食 品 学 ｂ 2 臨 床 栄 養 学 ａ 2 公 衆 栄 養 学 ａ 2 
基 礎 栄 養 学 2 栄 養 指 導 論 ａ 2 栄 養 指 導 実 習 ａ 1 
食 事 摂 取 基 準 論 2 栄 養 指 導 論 ｂ 2 栄 養 指 導 実 習 ｂ 1 
調 理 学 2 給 食 実 務 論 2 給食実務学内実習 2 
給 食 計 画 論 2 献 立 学 2 
基 礎 調 理 2 給 食 計 画 演 習 1 

応 用 調 理 2 

選
択
必
修

2
単
位
以
上

給食実務校外実習 a 2 

給食実務校外実習 b 3 

選
択
28
単
位
以
上

解 剖 生 理 学 ｂ ２ スポーツと健康科学ａ ２ ライフステージと食育 ２ 食 文 化 と 食 育 ２ 
基 礎 化 学 ２ スポーツと健康科学ｂ ２ スポーツ医科学実習 １ 食 育 と 調 理 １ 
分 子 生 物 学 2 健康づくり運動実習ａ １ 健康づくり運動実習 d １ 食 の リ ス ク 管 理 ２ 
理 化 学 実 験 １ 健康づくり運動実習ｂ １ 公 衆 栄 養 学 ｂ ２ スポーツ栄養学ａ ２ 

健康づくり運動実習ｃ １ 食 品 衛 生 学 ｂ ２ スポーツ栄養学ｂ ２ 
バイオテクノロジー概論 ２ 栄 養 生 理 学 ２ 食 品 機 能 論 ２ 
食 品 加 工 学 ａ ２ 臨 床 栄 養 管 理 学 ２ 
食 品 加 工 学 ｂ ２ 総 合 演 習 ２ 

微 生 物 学 ２ 
食 品 加 工 学 実 習 １ 
毒 性 学 ２ 
卒 業 論 文 ６ 


